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医薬品として、また機能性食品としても注目を集めているペプチドですが、これらをはじめとする
多くの分野での開発研究が、ペプチドアレイを用いることにより大幅に効率化、高速化できること
はあまり知られていません。

最初のプレゼンテーションでは、このペプチドアレイをそのままアッセイのできるセルロース媒体
の上に直接合成するSPOT合成を中心にお話をさせていただきます。

まず、従来のレジン合成とのアプリケーションにおける違い、次にSPOT合成を用いたエピトープ
マッピング、アレルゲンの同定、ウイルスに対する抗体のスクリーニング、ペプチドライブラリに
よる結合能の最適化の実例を紹介させていただきます。さらにSPOT合成にかかる時間とコスト、
合成機の機能と価格についてお話をさせていただき、検討から導入、稼働させるまでのステップに
も触れさせていただきます。

CEM社では、SPOT合成用の機械だけでなく、各種アプリケーション需要にお応えできるマイクロ
波連続型、パラレル型のペプチド合成機をご用意させていただいております。２番目のプレゼン
テーションでは、このうち、マイクロ波連続型の合成機について、CEM社独自の技術をご紹介させ
ていただきます。

時間は合計で45分程度を予定しております。この機会にSPOT合成に触れていただければ幸いです。
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ペプチドの高速スクリーニング・エピトープマッピングと
合成機の紹介


